




















































































　資源循環センターではキンカンビジネスアソシエイツ㈱の社員や就労支援団体の利用者の方々が業務に携わっています。
業務効率を上げることでサービス向上に繋げるとともに、障がいの有無や年齢、性別に関わらず、誰もが働きやすい環境づくりを行っています。

安心して分けることができ、助かっています。
　従来は雨天時には雨具がないと作業ができま
せんでしたが、ラインが導入されたことにより、あ
りがたく思っております。また、PETや缶の選別の
際に、ラインで流していくことになったため、自分
たちで袋を開けてやる必要がなくなったので分
けやすくなりました。
　忙しい時や危険な時に停止ボタンがあること
で安心して分けることができ、助かっています。

キンカンビジネスアソシエイツ㈱　石山 悠介、長田 慎也、堀井 翔太

資源循環センターの役割 誰でも楽しく働ける環境を求めて
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　多くの女性社員を雇用し、グ
ループ外の飲食系フランチャイズ
に出向しています。
　今後はその事業の多店舗展開
や、別事業へのサポートに向け
て、更なる雇用の拡大が見込ま
れています。女性や外国人、ハン
ディキャップをもつ方々への機会
の提供が増えるように情報開示を
していきます。

FCサポート事業部

キンカンビジネスアソシエイツ　業務内容

　現在は、障がい者雇用を中心
に、キンカングループ内の仕事を
お手伝いしています。
　特に資源循環センターではキン
カンの社員と共に、缶・ビン・ペット
ボトルの選別や、小口産廃である
エコ回収BOXの仕分けに携わっ
てもらっています。

エコパートナー事業部

キンカンビジネスアソシエイツ㈱　瀬戸口 達也

彼らの『素朴な疑問』を汲み上げ、グループ全体のサービスの向上に努めて参ります。
　グループの理念の一つであるダイバーシティ。障害を『ハンディ』ではなく『個性』に置き換えて業務を実践しています。彼らの素
直で前向きな個性には、損得などの駆け引きは存在しません。日常業務の中で『おかしいな？』と感じた事は朝礼、終礼で報告します。
　この様な、彼らの生の声（意見）が我々の顧客サービスの向上にも一躍担うことができているのではないかと感じます。彼らの持っ
ている『素朴な疑問』をこれからも汲み上げ、グループ全体のサービスの向上に努めて参ります。

　当グループはダイバーシティの実現を目指して、2011年より就労支援団体と連携し、障がい者の方々が安心して働ける安全な
職場を提供してきました。廃棄物処理業の現場には様々な方が働ける可能性があると考え、当グループのダイバーシティ推進を担
う法人として昨年度に設立したのがキンカンビジネスアソシエイツ株式会社です。
　現在所属している正社員5名の内、3名が障がい者の方で、当グループの施設「資源循環センター」や「F.R.O.Gセンター」で活躍
しています。グループ内では唯一の廃棄物処理業の許可を有しない法人として、グループ全体の下支えをしています。

ダイバーシティの実現に向けて
　リサイクル処理に特化した施設です。段ボールや古紙、空き缶等の圧縮機や、発泡スチロールの溶融機を備えています。それ
ぞれに適した処理をした後、有価物として売却しています。
　2018年7月からは、エコ回収BOX等で回収した小口の産業廃棄物の処分も行っています。大型あるいは大量の廃棄物処理を得
意とする湖南リサイクルセンターとの連携を強め、グループ内で効率よく廃棄物を処理しています。

リサイクル処理に特化した廃棄物処理工場

圧縮処理された空き缶 圧縮処理された段ボール 溶融処理された
発泡スチロール

処理した資源物は全て
有価物として販売しています。

選別圧縮機

磁石でアルミ缶と
スチール缶を
選別し、圧縮

ビン・缶

大型圧縮機

段ボール、古紙を
種類ごとに圧縮

段ボール・古紙

溶融機

発泡スチロールを細かくし、
インゴットの形に溶融

発泡スチロール

再生原料となる廃棄物の回収

選別ラインの導入
　2020年7月に、有価物用の選別ラインを導入しました。これにより、効率よく有
価物を分別できるようになりました。
　また、屋内での作業が可能になったため、雨天でも濡れることなく作業ができま
す。さらに、暑い日はスポットクーラーも使用できるようになり、スタッフが働きやす
い環境になりました。

資源循環センター キンカンビジネスアソシエイツ
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施 設 名：（仮称） 湖南バイオガス発電所
所 在 地：〒520-3114 滋賀県湖南市石部口2丁目227-1
地　　目：工業地域
面　　積：約10,000平米 
運営主体：合同会社湖南バイオガス発電（案）
処理対象：産業廃棄物（動植物性残渣・汚泥・廃酸・廃アルカリ・廃油）
処 理 量：日量60トン

発電機出力：660kW
	  （年間約450万kWh、一般家庭約750世帯分）

SPC方式でのプラント運営を計画中。
許認可取得は近畿環境保全株式会社で手続き中であり、2019
年11月の都市計画審議会にて審議が完了いたしました。

（2020年8月現在）

施 設 概 要

❶ 分別

❸ 水処理

❷ 発酵

❹ 発電

　プラスチック・紙・金属などのメタン発酵
に適さない包装容器を分別し、さらに原料
をメタン発酵に適した状態に調合します。

　メタン発酵後の消化液は、当面は微生物
処理によって法に定められた環境基準（放
流基準値）以下まで浄化し、下水へ放流い
たします。

　36℃〜40℃に調整されたタンク内で、メ
タン菌が嫌気性発酵を行います。
　活性化されたメタン菌が有機物を分解す
る際の代謝物がバイオガスとなります。

　専用のガスエンジンで電気エネルギーと
熱エネルギーを生み出します。
　電気は再生可能エネルギーの電源として
供給され、熱は場内で有効利用されます。
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バイオガス発電事業

F.R.O.Gセンター 持続可能な
食品リサイクル事業を目指して
　2016年秋よりバイオガス発電プロジェクトを立ち上げ、現在も
進行中です。このプロジェクトで新設するバイオガス発電施設は、
1日あたり60トンの食品廃棄物の処理が可能なため、F.R.O.Gセ
ンターよりも多くの食品廃棄物のリサイクルが可能になります。さ
らに、リサイクルによって発電可能な電気は年間約450万kWhに
のぼり、一般家庭約750世帯分の電気に相当します。廃棄物処理
能力とリサイクル需要の両方の観点から、より安定した食品リサイ
クルが実現できると考えています。
　F.R.O.Gセンターで培ってきた食品リサイクルのノウハウを活
かし、持続可能な食品リサイクル事業を目指します。

60t/日

廃棄物処理量

450万kWh
750世帯分

年間発電量

バイオガスバイオガス
発電施設発電施設

バイオガス発電施設の発電フロー

　F.R.O.Gセンターでは、食品の製造、流通、
消費の各段階で発生する食品廃棄物を飼料や
肥料としてリサイクルするために、破袋・分別を
行っています。破袋・分別することで商品として
の価値をなくし、確実に処理します。
　F.R.O.Gセンターは、2013年より食品リサ
イクル工場として稼働してきました。しかし、
2018年9月に日本国内でCSF（旧名称：豚コレラ）が発生したことにより、養豚場の
豚が急激に減少しました。これに伴い、飼料の需要も急激に減少し、飼料化リサイ
クルが難しくなりました。
　この影響を受け、F.R.O.Gセンターは2019年10月から順次受け入れを制限し、
2020年4月に運用停止いたしました。

2020年4月
運用停止
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E-mail
info@kin-kan.co.jp

公式HP
https://www.
kin-kan.co.jp/

お客様アンケート
KINKAN GROUPについて
のご意見をお寄せください。

instagram
@kinkangroup

facebook
@kinkangroup

twitter
@kinkan0611

お問合せ先　一覧

近畿環境保全株式会社
本社/管理本部

〒525-0041 滋賀県草津市青地町196番地
TEL 077-564-1502 FAX 077-567-3767

営 業 本 部
〒525-0027 滋賀県草津市野村1丁目3-2　SKキューブ2-B
TEL 077-561-5377 FAX 077-561-5388

環 境 事 業 部
〒520-3114 滋賀県湖南市石部口3丁目6-13
TEL 0748-77-7288 FAX 0748-77-8820

京 都 営 業 所
〒601-8104 京都府京都市南区上鳥羽角田町55-3
TEL 075-671-0564 FAX 075-671-0574

株式会社湖南リサイクルセンター
本 社

〒520-3114 滋賀県湖南市石部口3丁目6-13
TEL 0748-77-8828 FAX 0748-77-8820

有限会社ラゴ
本 社

〒525-0041 滋賀県草津市青地町196番地
TEL 077-564-1502 FAX 077-567-3767

京 都 営 業 所
〒601-8104 京都府京都市南区上鳥羽角田町55-3
TEL 075-671-0564 FAX 075-671-0574

キンカンビジネスアソシエイツ株式会社
本 社

〒525-0041 滋賀県草津市青地町196番地
TEL 077-564-1502  FAX 077-567-3767

46 お問い合わせ先
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シン・キンカン
KINKAN GROUP公式ホームページ
www.kin-kan.co.jp
本誌に載っていないサービス案内や採用情報などを掲載！
最新ニュースも随時更新しているのでぜひチェックしてください。

お客様アンケート
KINKANについてのご意見をお寄せください。

KINKAN GROUPは持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています
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	CSRarchive_2020_Part19.pdf
	CSRarchive_2020_Part19のコピー.pdf
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